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「東」と「西」とを隔てる架空の分断は、主にヨーロッパにおけるキリスト教世界と、その

東方に位置する異質な文化を区別する為、ヨーロッパの文化史の中で形成された。戦後ヨー

ロッパにおける「他者」の哲学者として知られるエマニュエル・レヴィナスでさえ、アジア

と仏教に対しては侮蔑的であり、ヨーロッパをその中心に据えた。 
 
ヨーロッパとアジアの双方とも、それらの東西に位置するものとの関係において存在可能で

あり、お互い単独で存在することはできない。しかし、一旦地理的かつ文化的な実体が「ヨ

ーロッパ」や「アジア」、もしくは「西」や「東」と名付けられると、その対となるものと

の関係におい存在するのではなく、想像上のものそれ自体があたかも存在しているかのよう

な印象を生み出してしまう。 
 
ヨーロッパ(Europe)とアジア(Asia)を含むユーラシア(Eurasia)は、ひとつの連続した大地で
ある。ヨーロッパとアジアとを固定的に分断してしまうことは、東洋と西洋と呼ばれている

ものが歴史的・文化的ルーツをユーラシア大陸に共有していることへの理解を困難にしてし

まう。キリスト教に起源を持ちヨーロッパ近代への道を準備したコギトに矛盾が証明された

からには、コギトを経由して世界を捉えるのではなく、現代美術はそのオルタナティブを見

つけるべく、近代のルーツを再考する必要があるだろう。今までの現代美術の表現言語は、

近代が抱える矛盾が生んだシンボルを概念的にどう扱うかであったが、21世紀には、そのよ
うな矛盾の原点に戻って行く行為こそ、新しい表現言語の基礎となるだろう。 
 
1962年にケルンでの最初の出会いの後、ヨーゼフ・ボイスとナム・ジュン・パイクは、「ユ
ーラシア(Eur-Asia)」と呼ばれる生涯に渡るコラボレーション・シリーズを開始した。ヨー
ロッパとアジアへの関心を共有する彼らは、ヨーロッパ（=西）とアジア（=東）は一つの大
陸文化であると考えた最初のアーティストたちであり、その二つを「ユーラシア(Eur-Asia)」
として融合させようと試みたのだった。 
 
1984年、パイクの即興ピアノとボイスの「コヨーテ」のボイスパフォーマンスによる彼らの
最後となったコラボレーションパフォーマンス「öö」が、東京の草月ホールにて行われた。
個展や数多くの講演を伴うボイスの訪日は、彼にとって最後の活動の一つとなり、日本のア

ートシーンに多大な影響を与えた。 
 
しかし残念なことに、彼らの「ユーラシア」に関する芸術活動は、特にテーマの幅広さや言

語障壁、1984年のボイス日本訪問のビデオ記録の紛失に伴う情報不足や東側からの視点の不
足などから、十分な研究がなされていない。しかし、ボイスの 1984年の訪日ビデオ記録の
再発見により、「ユーラシア」プロジェクトの意図を理解することが可能になった。 
 
本稿は、1963年のボイスによる「ユーラシア−シベリア交響曲」や 1976年のパイクによる
「ガダルカナル・レクイエム」を初めとする先駆的な「ユーラシア」活動の分析のみならず、

彼らが達成しようと試みたものの不完全なままに終わったものも分析する。その後、ヨーロ

ッパとアジアの双方に向かって広がった仏教の影響を立証することで、「ユーラシア」に関

連するこれらの失われた繋ぎ目を接続しようと試みる。 
 
フルクサスのメンバーとしてのボイスの最初のアクションは、1963年にベルリンのフローベ
ンシュトラーゼ・ギャラリーにて開催された「ユーラシア−シベリア交響曲	 第 32回フルク
サスムーブメント」だった。その後の 1966年、彼はギャラリー・レネ・ブロックにて「ユ
ーラシア：シベリア交響曲の第 32回ムーブメント」を行った。ここでボイスは、人間にと
って「他者」である観客とコミュニケーションを計ろうと試み、彼は野ウサギと共に図を描

いた。ボイスは床からアラーム機能付き時計が添えられた 2つの十字架を拾い、黒板の上に



十字架をドローイングすると、それを消し始めた。十字架の半分を消した後、彼はそこに

「ユーラシア」という文字を刻んだ。第三十四回ムーブメントを見た美術史家トロエルズ・

アンダーセンは、分割された十字架はキリスト教世界をローマとビザンチンとに分断したシ

スマを、半分の十字架はヨーロッパとアジアの再統合を表している、と解説した。1 
 
1963年、ボイスは政党「EURASIA」を結党した。分断された東と西の形而上学的思想とし
て表現されたユーラシアの概念を通じて、ボイスは東ドイツと西ドイツ、そして当時イデオ

ロギーで分断されていた東欧と西欧、そしてその中で最も重要な、ヨーロッパとアジアの精

神世界の統一を試みた。 
 
1965年に作られた「ハプニング」本の中で、パイクは韓国におけるファシズムの歴史と個人
的な体験、さらにそのドイツやソ連のファシズムとの関係について書いている。「1932年、
7月 20日、ヒトラーに反対する暴動の日、私は…ソウル/韓国に生まれた…もしもドイツ人
たちがヒトラーに対してさらに反発していたのなら、スターリンと戦って流れた貴重な血は

必要なかっただろう。」2 
 
1967年のアクション「ユーラシアの杖」にて、ボイスは「東 − 西の遊牧民」の役割に身を
投じた。靴底を交差させて、彼は十字架を形成した。アンティエ・フォン・グラヴェニッツ

は、このクロスは地理的な指標のみならず、心の指標でもあると説明している。そこでボイ

スが話したのは脚色された物語であり、ヒーリング剤、運動、聖なるオブジェクト、そして

書き言葉などの断片だった。3 
 
第二次世界大戦において日本と米軍の間で激しい戦闘の舞台となったソロモン諸島最大の島、

ガダルカナル島へのパイクの1976年の訪問は、彼の最も政治的なビデオコラージュ作品「ガ
ダルカナル・レクイエム」へとインスピレーションを与えた。戦場だった場所にパイクがバ

イオリンを引きずって来ると、GIの制服を着、背中にヨーゼフ・ボイスのフェルトチェロを
背負ったシャルロット・モーマンが匍匐（ほふく）前進で近づいて来る。浜辺を渡り切った

モーマンは、彼らが偶然発見した航空機の残骸の上で、「ソナタ	 −	 ヨーゼフ・ボイス」を

演奏した。4「ガダルカナル・レクイエム」は、第二次世界大戦における個人的体験を直接扱

った、パイクとボイスにとっての交差点となった。 
 
ペーパー「Eurasianausea」は、ヨーゼフ・ボイスとダライ・ラマとの間で開かれた1982年
の会議の様子を調査したものである。ボイスはダライ・ラマとの「永久パートナーシップ」

を要請し、7000本の樫の木を開始した1982年ドクメンタ7のオープニングに彼を招待した。
ボイスは「ダライ・ラマとの協力で私たちはユーラシアを実現するだろう。私の昔のコンセ

プト、ユーラシアを。」5と述べている。ダライ・ラマはドクメンタのオープニングに参加で

きなかったものの、彼らは1982年10月27日に議論の機会を設けることができた。ボイスの芸
術作品と自身の活動の間にいくつかの関連を見つけたダライ・ラマは、「ああ、このアーテ

ィストは私たちと同じく『無常』に取り組んでいる」6と述べている。 
 
そこでボイスは、彼が「社会彫刻」として実践した様に、ダライ・ラマはチベットを「精神

的経済」を実践する人間社会の例として作っていると提案した。ボイスは人間の創造性を資

本の機能として、さらに7000本の樫の木を「社会彫刻」と「精神的経済」の実行として定義
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しようと試みた。ボイスは、高度に発達した西洋の経済と高度に発達した東洋の精神性を、

西洋のマテリアリズムに対する抵抗の手段として統合しようと試みたのである。しかし、ボ

イスのユーラシアのアイディアは溢れ出てしまい、その軌道を見失ってしまった。その後、

中国共産党による政治的圧力から、ダライ・ラマはボイスに会うことができなくなってしま

った。 
 
ボイスの死から数年後、ダライ・ラマは 7本の樫の木を購入し、そこには「ヨーゼフ・ボイ
ス、彼の 7000本の樫の木プロジェクト、および彼のダライ・ラマ法王との永久協力を記念
して」7と書かれていた。またボイスの影響下、ダライ・ラマは経済学者スタニスラフ・メン

シコフに、「共感経済」のモデルを作る様に依頼している。 
 
1986年のボイスの死後、アジアとヨーロッパのステレオタイプなイメージに別れを告げるべ
く、ナム・ジュン・パイクは衛星を利用した大規模な芸術作品「バイバイ・キップリング」

を制作した。「ああ、東は東で西は西、この対が出会うことはない」で始まるラドヤード・

キップリングの文章「東と西のバラード」からインスピレーションを得たパイクは、この立

場に別れを告げようと試みた。8 この野心的な衛星テレビアートプロジェクトは、ニューヨ
ーク、東京、ソウルを繋ぎ、キース・ヘリングや磯崎新のインタビュー、フィリップ・グラ

ス、ルー・リードなどによる演奏を特色とした。また、西洋クラシック音楽の日本でのパフ

ォーマンスは、歌舞伎ダンサーのグループを伴って行われた。 
 
ナム・ジュン・パイクは、韓国文化の深いルーツを知るには、漢王朝による支配以前の知識

が必要だと考えた。韓国のルーツはシベリアにあり、地球の寒冷化の結果、シベリアに住む

人々は朝鮮半島へと下って来た。この先祖の影響は奇数のリズムからなる韓国のシャーマニ

スティックな伝統音楽に表れている。このリズムは東と西で共通のものだと考えたパイクは、

衛星技術を用いて東と西を結びつつこのリズムを用いて、東と西は永遠に分かれたままだと

いうキップリングのステレオタイプな考え方に別れを告げたのである。 
 
1993年のボイス追悼として、パイクは「ユーラシアの道」と呼ばれる作品を作った。このイ
ンスタレーションは、日用品と3つのビデオを使用して、ユーラシア大陸の「北の道」を示
している。このビデオは、モスクワから、日本軍捕虜の強制労働によって建てられた都市で

あるイルクーツクへの旅の記録を収めたものだった。また1993年のベニス・ビエンナーレに
て、パイクは「チンギス・カーンのリハビリテーション」と名付けられたビデオ彫刻作品を

制作したが、そこでのチンギス・カーンは冷酷な戦士としてではなく、韓国の古い自転車に

乗った思慮深いドライバーとして描かれた。東洋に関する誤報と、それによって西洋世界に

生じた恐怖に意識的だったパイクは、モンゴル帝国が友愛の帝国だったと言い続け、西洋世

界にプロパガンダとして広まったイメージとは異なるとした。 
 
チンギス・ハーンの息子がモンゴル初の欧州偵察部隊を率いていた際、彼らが出会った最初

のヨーロッパ人がヴェネツィア商人だった。彼らは友好関係を結び、将来におけるパートナ

ーシップの価値に気付いた。今後ヴェネツィア人は、彼らが訪れたすべての国の経済力と軍

事力の詳細なレポートを供給し、これらの国でモンゴル人が必要とするプロパガンダを広め

ることと引き換えに、モンゴル人はヴェネツィア以外が所有する全ての取引所を破壊するこ

とに合意することで、ヴェネツィアは貿易を独占することができたのである。9この目標に向

けたモンゴルの動きは、クリミアにあったジェノヴァの駐屯地の破壊に始まった。ここはヨ

ーゼフ・ボイスが操縦するドイツ空軍の戦闘機が第二次世界大戦中に墜落してタタール人に
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よって救出された場所であり、また戦勝連合国によるドイツ分割が決められたヤルタ会談の

場所でもあった。 
 
タタール人に起源を持ち、その後モンゴルそして満州へと受け継がれた彼の韓国人の DNA
に気付いていたパイクは、ルネサンス以来西洋美術として進化して来た現代美術を再認識す

るべく、彼の全存在を表現した。10パイクはこう述べている。「私は私自身に、なぜ私は最

も極端なものに興味を持つのかを、もう一度問うてみた。なぜならそれは、私のモンゴルの

DNAがあるからです。モンゴル・ウラル・アルタイの馬に乗った狩猟民族は先史時代、シ
ベリアからペルー、韓国からネパール、ラップランドまで世界中を移動しました。彼らは中

国の農耕社会のように中央に対する指向はありませんでした。彼らは遠くを見て、遥か遠く

に地平線を見つけると、彼らはさらに先を見る為に、行かなくてはならなかった。」11 
 
第二次世界大戦を耐え抜いたヨーゼフ・ボイスとナム・ジュン・パイクは、西洋に起因する

近代の矛盾に気付いていた。日本の占領下に韓国で生まれ、朝鮮戦争時に日本へと逃れて来

たナム・ジュン・パイクは、植民地主義と近代の影響に気付いていた。音楽学、美術史、哲

学を東京大学で学んだ後、彼は学問を続けるために西ドイツへと移住した。彼らの精神的な

友好関係について、パイクは「私達は 1943年に、ボイスが戦争で墜落した時に実際に出会
ったのです」12と述べている。 
 
ボイスはアジアに関して、深い興味を抱いていた。ボイスは幼年期、どこでも杖を持って行

き、自分自身が遊牧民の騎手であると想像した。13モンゴルに関する彼の興味は、ヘラジカ

に乗ったチンギス・カーンの娘を描いた彼の 1959年の水彩画に既に現れている。14一方、ゲ

ーテを通じて東方に関する理解を得ていたボイスは、東に対して一定の恐怖を抱いていた。
15しかし 1984年に日本を訪問したボイスは、日本人たちが他のどこの誰よりも彼をよりよく
理解していることに気付いた。実際に日本に行き、東に関して語っている人たちに耳を傾け

たボイスは意見を変え、彼の東方への恐怖心は消滅した。16 
 
ボイスは、 「多くの人々は、彼らの体自体が環境に属しているという事実を無視している。
彼らは何もしくはどの（原文ママ）彼ら自身を囲んでいるものだけを彼らの環境だと考えて

いる。」と述べている。17彼はまた、「モダニズムは問題を解決できない」と述べている。18

ボイスは、自己の存在から出発するデカルトのコギトに基づく西洋近代はある種の意識を生

み出し、それが心身問題を引き起こしており、またこの問題はヨーロッパの近代の構造内に

て解決することができないことを知っていた。だからこそ彼は、この意識の形態を、チベッ

ト哲学における洗練された意識モデルの分析を通じて相対的に考えることができると考えた

のである。 
 
仏教では、全てのものはそれ自体で存在することは不可能であり、全てのものは無限の空

（"Śūnyatā）に基づく関係の中で存在していると考える。これは意識の抱える矛盾は近代の
文脈の内部では解決できないというボイスの問いに答えを与え、またそうすることで、ヨー
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ロッパとアジアの双方が、どちらも単独で存在することはできず、おのおのの東西にあるも

のとの関係の中で存在することが可能になる。 
 
興味深いことに、この仏教の中核となる概念は、ボイスにも影響を与えた新プラトン主義や

ケルト文化に影響を与えている。しかし、ルドルフ・シュタイナーを通じてアジアを理解し

ようとしていたボイスは、このアジアにおける意識のモデルに接続するための道筋を失って

しまった。また仏教美術の起源は西洋世界から多大な影響を受けているが、この事実は東洋

世界ではあまり考慮されていない。仏教の持つ普遍的要素に興味を持ったパイクは、仏陀に

関する多くのシリーズ作品を制作したが、パイク自身はそれをヨーロッパの文化史に接続す

ることはできなかった。さらにその当時、仏教と西洋文化史を接続できる美術史家もしくは

キュレーターはいなかったのである。 
 
そこでこの論文は第一に、彼らのユーラシアにおける試みと、そこにおいて不完全だった部

分を明確にし、そして第二に、ヨーロッパからアジア、そしてアジアからヨーロッパへの相

互的な仏教の広範囲に渡る影響を実証することにより、ボイスとパイクの夢であった統一場

としてのユーラシアを完成させる。 
 
私はこの研究を、東西が統一された場所ベルリンの、ベルリン芸術大学にて完成させたい。

この研究を通して、私はナム・ジュン・パイクがしたように、アジア側からヨーロッパへと

返答し、私たちの未来のために、近代のオルタナティブを見つけたい。 
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